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It's Time...
短時間でのメソッド設定

手作業によるサンプル前処理の削減

分析時間の短縮

日常作業の生産性向上

規制対応を強力に支援

最高の機器品質

充実したサポート

すべてを可能にするGC、

Agilent 6890Nガスクロマトグラフ。

GC分析の新時代が、今、始まります。

サンプル導入装置

●Agilent 7683オートサンプラ＊

●Agilent ヘッドスペースサンプラ
●ガス／液体サンプリングバルブ
●パイロライザ＊＊

●パージ&トラップサンプラ＊＊

●TDS（熱脱着装置）＊＊

注入口オプション
●スプリット/スプリットレス(S/SL)
インレット

●パージパックド(PP)インレット
●クールオンカラム(COC)インレット
●プログラマブル温度気化(PTV)
インレット

●ボラタイルインレット(VI)

＊Agilent 6890NはAgilent 7683用インタフェースを標準装備しています。
＊＊Agilent Technologiesのチャネルパートナーの製品です。

＊＊＊ここに示したものは製品の一部です。詳しくは部品カタログをご覧ください。

高品質なAgilent GCカラム＊＊＊

●無・微極性（HP-1, DB-1MS, DB-5MS, DB-XLB, HP-1MS, HP5, HP-5MS）
●中極性

（HP-35, HP-35MS, DB-35, DB-35MS, DB-17, DB-17MS, HP-50+）
●強極性PEG（HP-Wax, HP-INNOWax, DB-Wax, HP-FFAP）
●PLOT（MoleSieve, PLOT Q, GS-GasPro, HP-PLOT, Al2O3, 

HP-PLOT MoleSieve）
●アプリケーション別スペシャルカラム

（DB-VRX, DB-Dioxin, DB-ALCI及びALC2）
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装置コントロール、
データ処理装置
●Agilentケミステーション Plus
●Agilent Cerity
ネットワークデータシステム

ネットワーク対応
●離れた場所からコントロールおよびデータに

アクセス可能なネットワーク対応のGCです。
●業界標準のTCP/IP接続により、効率のよい
データ転送を実現します。

検出器オプション

●質量検出器(MSD)
●水素炎イオン化検出器（FID）
●熱伝導度検出器（TCD）
●マイクロ電子捕獲型検出器（μ-ECD）
●窒素・リン検出器(NPD  別名:FTD）
●炎光光度検出器(FPD)
●化学発光硫黄検出器(SCD)＊＊

●パルスド炎光光度検出器(PFPD)＊＊

B R E A K  T H E  G C  T I M E  B A R R I E R

The Remarkable Agilent 6890N Network Gas
Chromatograph System:  Far Ahead of Its Time
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min

ガソリン (15 runs over 5 days)
GC-AED (Carbon 179 nm)

短時間でのメソッド設定

オールエレクトロニックコントロールを可能にした Agilent 6890Nガスクロマトグ
ラフシステムなら、短時間でメソッド設定が行えます。

GCパラメータのデジタル設定によって、分析条件を短時間で設定できます。
一度設定した条件は確実に保存／読み込みが可能で、

正確で再現性のよい分析結果が得られます。

s比類ない再現性

Agilent 6890Nは、室温の変化、大気圧
の変化を各々の専用センサでモニタし、
リアルタイムで補正します。周囲の環境
変化による分析結果への影響が最小に
なり、分析結果の再現性が高まります。

リテンションタイム（分）
Run Peak 1 Peak 2

1 8.377 8.632

2 8.377 8.632

3 8.377 8.633

4 8.377 8.632

5 8.376 8.632

6 8.374 8.630

7 8.375 8.631

8 8.375 8.631

9 8.374 8.630

10 8.374 8.630

11 8.375 8.631

12 8.376 8.632

13 8.376 8.632

14 8.376 8.632

15 8.376 8.632

Average 8.376 8.632
Standard 0.001 0.001
Deviation

Fourth-Generation
Electronic Pneumatics Control

▲シンプルなコントロール
パラメータ設定、システムコントロールは

Agilent 6890 の大型キーボードから簡単に行
えます。

4行ディスプレイで見たいパラメータを複数表
示できるため、システム情報へのすばやいア
クセス、効果的なシステム診断、トラブルシ
ューティングが可能です。パラメータの保
存／読み込みは簡単なキー操作で行えます。
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異なる装置構成のAgilent 6890 GCにおける
リテンションタイムの再現性

注入口 検出器 注入法 DichlorvosChlorpyrifos Mirex
Methyl

COC MSD On-column 5.862 16.607 29.836
PTV MSD Splitless 5.897 16.593 29.800
S/SL FID Splitless 5.797 16.587 29.856
S/SL AED Splitless 5.829 16.600 29.839
S/SL AED Splitless 5.837 16.604 29.851
PTV Micro-ECD Split 5.798 16.576 29.876
PTV Micro-ECD Split 5.860 16.597 29.864
PTV Micro-ECD Cold splitless 5.862 16.589 29.867
S/SL Dual FPD Splitless 5.814 16.596 Undetected
S/SL NPD Splitless 5.814 16.596 Undetected
統計的な結果比較

High-low 0.100 0.028 0.076
Average 5.837 16.595 29.849
Standard deviation 0.033 0.009 0.024
% Relative Standard deviation 0.560 0.054 0.080

M E T H O D  S E T U P  I N  M I N U T E S

Retention Time Locking

t検出器、ラボのロケーション、オペレーターの
違いを感じさせない分析結果の一致性
リテンションタイムロッキングソフトウエアは強力な生産性向上ツー
ルです。複数のAgilent 6890 GC(EPC仕様)システム間で、装置構
成の違い、場所の違い、オペレーターの違いを越えて、よりよく
一致した分析結果を再現できます。この革新的なテクノロジーで、
百分の数min、千分の数minレベルでのリテンションタイムの再現
を可能にします。リテンションタイムロッキングを用いるとより正確
なピークの同定、サンプル処理数の増加が期待でき、低いオペレ
ーティングコストで優れた分析結果が得られるようになります（リテ
ンションタイムロッキングソフトウエアは最新Agilentケミステーショ
ンのオプション）。

▲

5 10 15 20 25 30 35 40 min

GC-FID
26.60 psi

GC-MSD, TIC
17.5 psi

MSDとFIDのリテンションタイムのロック
農薬26成分

sニーズ変化に対応する
モジュラーシステム
システムはモジュラーデザインを採用しており、
システム構成の変更やアップグレードが容易に行
えます（ECD,μ-ECDはユーザー変更不可）。
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サンプル 

分析成分 

溶媒 

キャリア 
ガス 

シリンジ 
ニードル 

バッフル 
ライナー 

プログラマブル 
温度気化 
インレット（PTV） 

ベント 

カラム 

室温ヘッドスペース 
サンプリング 

任意の相からの 
サンプリング 

小容量からの 
サンプリング 

MSDスキャンモード

m/z 306

m/z 264

手作業によるサンプル前処理を低減

Agilent 6890N GCシステムは、サンプルの前処理を最小限に抑えて、
サンプル分析に関わる時間短縮と分析コスト削減を可能にします。

分析結果の信頼性向上にも貢献できます。

Large-Volume Injection

▲サンプル濃縮の手間が省けます
オートサンプラを組み合せた大容量注入が可能
となり、サンプル濃縮作業を省略することも可
能になります。プログラマブル温度気化インレ
ット（PTV）を使用すると1回で50μl、マルチプ
ルインジェクションで数百μlの注入も可能です。
特にMSDでは非常に有効で、高感度な定量分
析を実現します。

▲多様なサンプリングが可能に

Agilentオートサンプラを使用すれば、マニュアル注入のような
多彩な注入ができるだけでなく、自動化のメリットも得られます。
世界最速の注入速度は高精度な分析結果を実現し、バイアル内
の様々な場所からのサンプリングで、簡易的な液液抽出、室温
ヘッドスペースサンプリングも可能にします。
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M I N I M A L  S A M P L E  P R E P A R A T I O N

6.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00 18.00

6.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00 18.00

1
2

3

4

3

ピーク3＝Acetophenone
（カラム内での熱生成物） 

分解ピーク4＝Dicumyl Peroxide

ピーク1＝Acetophenone 
（注入口内での熱分解生成物） 

ピーク2＝a,a-Dimethylbenzyl alcohol（同上） 
ピーク3＝Acetophenone
 （カラム内での熱分解生成物） 

▼サンプル前処理の軽減
ヘッドスペースサンプラは、マトリックス中の揮発性成
分を自動的にGCへ導入することによってサンプル前処
理作業を低減します。小容量で不活性なボラタイルイン
レット、特殊仕様のS/SLインレットなどを用いたHS－GC
分析に最適化なシステムを構築することで、サンプル
のロスや変質を最小限に抑えることができます。

▲誘導体化作業の削減
クールオンカラムインレットは、熱的に不安定な化合物も変質
させることなく注入することができます。誘導体化の必要性を
減少させ、サンプルの同定精度を向上させることができます。

気化注入によるDicumyl Peroxideの分析例

クールオンカラム注入によるDicumyl Peroxideの分析例

血中アルコールの分析例

Time (min)
 0.5  1 1.5   2 2.5  3  3.5

6
5

4

3

2
1

30 m x 0.32 mm x 1.8μm
DB-ALC1

ピーク 1＝Methanol
ピーク 2＝Acetaldehyde
ピーク 3＝Ethanol
ピーク 4＝ Isopropanol
ピーク 5＝Acetone
ピーク 6＝ 1-Propanol
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▲高速分析用カラム

Agilent の0.1mmID高速キャピラリカラムラインナップは、Agilent
6890N GC システムの高速分析への対応能力をさらに高め、よ
り完全なものとします。これらのナローボアカラムは相比を維持
しながら、さまざまなカラム構成を可能としています。相比を維
持したままナローボアカラムへメソッドを変換すると、現在の分
析結果をスケールダウンして分析時間を短縮したり、分離効率
を改善するのに役立ちます。Agilentの高速キャピラリカラムに
はさまざまな液相、膜厚のものが用意されており、分離を損な
うことなく高速分析を可能としています。

t10倍の高速化
高速注入、高圧S/SLインレット、0.1mmIDキャピラリカラム、
高速オーブン、高速検出器、高速データ処理装置、メソッドト
ランスレーションソフトウエア。高速分析に必要な機能を

Agilent 6890N GC システムは、サンプル注入からデータ処理
までの全行程において備えています。通常のGCの3倍、5倍、
時には10倍の高速分析を実現することが可能となりました。
通常のGC条件へ戻すことも容易です。

分析時間の短縮

Agilent 6890N GCシステムでは分析結果の質をキープしつつ、
分析時間をドラマティックに短縮することが可能です。

Fast GC

Fast GC

0.5 1 1.5 2 2.5

5 7.5 10 12.5 15 17.5 20

min

min

スチレン 

Standard GC
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E X C E P T I O N A L L Y  F A S T ,  A C C U R A T E  A N A L Y S Y S

▲高速GCへの変換を可能にする
メソッドトランスレーションソフトウェア
現在使用中のメソッドを、瞬時に高速分析の条件へ変換するメソ
ッドトランスレーションソフトウエアは、お持ちのPCに無償でイン
ストールすることができます（詳しくは担当営業までお尋ねくださ
い）。実際にサンプル分析に入る前に、分析条件の変更によって
分析スピードがどのように変化するかを予測することができます。
また、このソフトウエアでは、他のメソッドや装置上の制限に関す
る情報が得られ、大切な時間と経費を浪費することなく、何を行
うべきかを事前に知ることができます。

▲高速昇温、冷却による高い生産性
オーブンの高速昇温（120℃/minまで設定可能）と高速冷却に
より、分析サイクル時間が非常に短くなります。液体窒素ま
たは液化炭酸ガスのクライオオーブン冷却（オプション）を使
用すると、さらにサイクル時間を短縮できます。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

 
温度 

時間 

温度範囲 高速オーブン昇温
（℃） （℃/min） （℃/min）

50～70 75 120

70～115 45 95

115～175 40 65

175～300 30 45

300～450 20 35

シングルチャンネル
高速オーブン昇温

＊いずれも使用環境によって異なります。
＊シングルチャンネル高速オーブン昇温には
オーブンインサート（オプション）が必要です
（バック側注入口、検出器のみ対応）。
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新構造のアノード 

検出 
ゾーン（150μl） 

新構造のミキシング 

ハードストップ 

キャピラリカラム 

ヒューズドシリカ 
インサート 

日常作業の生産性向上

Agilent 6890N GCシステムを使用すれば、GC分析にかかる時間を
短縮できるため、より多くの仕事をこなすことが可能となります。

Micro-Electron Capture Detector

Tetrachloro-m-xylene
Lindane
Heptachlor
Dieldrin
Endrin
p, p’- DDT

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

1 10 100
pg  Sample (log scale)

t他のECDを超越した高い生産性
Agilent 6890 マイクロECDは現在存在する他のあらゆるECDと比較して、
より多くのサンプル処理、再分析の低減、コンタミネーションの低減、
比類ない高感度など、より進んだレベルの分析が期待できます。この

ECD検出器の感度と直線性は世界最高レベルです。非常に希薄なサンプ
ルを濃縮したり、直線性のよいキャリブレーション範囲で分析するために
高濃度サンプルを希釈する必要性を低減します。全く新しくデザインさ
れたためキャピラリGCに最適で、高速分析にも適した検出器です。

sラボ分析の効率アップの有効ツール
クロックタイムプログラムもしくはAgilentケミステーショ
ン スケジューラを使用すると、分析準備が自動的に行え
ます。つまり、分析開始時までにシステムをスタンバイ
させておく、といった使用方法も可能です。プレラン、
ポストラン コマンドを用いると、次のサンプルへの準備
を行うこともできます。

sキャリブレーションに関わる時間を削減
既存のキャリブレーションデータをマニュアルでケミステ
ーションに入力でき、一つの標準ピークだけで分析を行
う、といったことも可能になります。キャリブレーション
テーブルはカスタマイズできるので、キャリブレーション
に関わる時間や、余計な標準サンプルを分析する手間が
軽減されます。

▲
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M O R E  T H R O U G H P U T ,  L E S S  R E W O R K

スプリットレスモード 

スプリットモード 

プロポーショナル 
バルブ1

プロポーショナル 
バルブ2

フロー 
センサ 

圧力 
センサ セプタムパージ 

レギュレータ 

ガス供給元 

セプタムベント 

スプリットベント 

検出器へ 

トラップ 

On/Off 
バルブ 

キャピラリ注入口 

プロポーショナル 
バルブ1

プロポーショナル 
バルブ2

フロー 
センサ 

圧力 
センサ セプタムパージ 

レギュレータ 

ガス供給元 

セプタムベント 

スプリットベント 

検出器へ 

トラップ 

On/Off
バルブ 

キャピラリ注入口 

低流量 

高流量 

s高いサンプル処理能力
シングルまたはデュアルインジェクタを組み
合せると、連続自動分析が可能となります。
サンプル処理数に合わせて8-サンプルタレッ
トもしくは100-サンプルトレイが選択できま
す。100-サンプルトレイを使用すれば24時間
の連続運転も可能となります。A g i l e n t
6890NはAgilent 7683 オートサンプラ用イン
タフェースを標準装備しています。

t理想的なデュアルコントロール方式。
注入時トラブルによる再分析リスクを低減

Agilent 6890N GCは、スプリット／スプリットレスの各モードに対して最適な圧力コント
ロール方式を自動的に選択できる唯一のGCシステムです。
スプリットレス注入にはフォワードプレッシャコントロールが最適です。セプタムパージ
からのサンプルロスを低減し、ディスクリミネーションや感度の低下を抑えます（カラ
ムへのサンプル導入効率が改善されたことで、ピーク形状が変化することもあります）。
パルスドスプリットレスモードを使用することでサンプルの熱的変質の問題を改善で
き、サンプルロスの少ない大容量注入で高感度分析も可能になります。

スプリット注入にはバックプレッシャコントロールが最適です。システムは自動的にバッ
クプレッシャコントロール方式に切り替わり、直線性の高いスプリット比およびワイドな
カラム流量／圧力範囲が実現できます。サンプルの希釈や濃縮作業が軽減され、再
現性と精度が向上します。

フォワード／バックプレッシャコントロールの自動切替が可能なデュアルコントロール

S/SLインレットは、理想的なサンプル導入を実現します。

100-サンプルトレイ

8-サンプルタレット

sレイアウトフリーの装置コントロール
システム
大きなラボにおける遠隔操作や、小さな実験室
での設置が容易に行えます。LANインターフェー
スを標準装備し、GC本体を直接TCP/IP接続する
事ができます。Agilentケミステーション、Agilent
Cerityとの接続は、使用するPCリソースを最小限
に抑え、社内LANとの統合を実現します。

Local Area Network

8

LC

IP Address

10.1.1.104

ChemStation for GC, LC,

LC/MSD, CE, UV-visible

and A/D rev. A.08.01

IP Address 10.1.100
6890 GC

IP Address

10.1.1.101

6890 GC

Non- Agilent Instrument

Cascade Port to

Customer Site LAN ypical Hub

35900E A/D Converter

IP Address 10.1.1.102

1 2 3 4 5 6 7 8

T

Automatic Liquid Sampler



12

▲セキュリティーの向上

Agilentケミステーションではデータの完全性を保つ
ため、オリジナルのデータをプロテクトされたフォ
ーマットで保存することが可能です。さらにメソッド
はGCキーボードロックとAgilentケミステーションの
マルチレベルセキュリティー機能で安全に保護され
ます。

規制対応を強力に支援

規制、認証、QA/QCへの対応の必要性はますます高まっています。

Agilent 6890N GCシステムは、これらのニーズに応える数々の機能を備えています。

▲実行したイベントの記録

AgilentケミステーションおよびAgilent Cerityのランログ記
録は分析中のシステムイベントを記録しています。異例
の事態や設定値との違いなども記録されます。

Good Laboratory Practice

▲システムパフォーマンスコントロール
システムパフォーマンスの検証を行ううえで重要な
パラメータの許容範囲設定は、システムスータビリ
ティーテーブルで簡単に行えます。

M O R E  T H R O U G H P U T ,  L E S S  R E W O R K

Master time. . .with the
Agilent 6890N Network system.
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厳しい基準をクリアした最高の品質

最も信頼される世界のベストセラーGC
を作り続けてきたAgilent Technologies。
その30年にわたるノウハウが、Agilent
6890N GCシステムに活かされていま
す。

Agilent 6890N GCシステ ム は 、

ISO9001の認証を得たクオリティーシ
ステムのもとで設計、製造されていま

す。Agilentの厳しい安全性テストに合
格し て い ること を 証 明 す る 、

Declaration of Conformity が全ての

Agilent 6890N GCに添付されます。さ
らに各GCが正常に動作することを確
認するためのパフォーマンステストを

出荷前に実施しています。Agilentケミ
ステーションには、その機能とパフォ

ーマンスが仕様を満たしていることを

証 明 する Declarat ion of System
Validationが添付されます。

カラム&部品―
パーフェクトフィット

P R O V E N ,  L I F E L O N G  R E L I A B I L I T Y

優れた再現性、安定性、品質を誇る

Agilentのカラム&部品は、GC分析に
理想的なパートナーです。より正確な

分析結果を得るために、Agilentの分
析装置にパーフェクトフィットした

Agilentカラム&部品を使用すること
で、現在お使いのシステムをトータル

システムとして最適化できます。GC
カラム、部品、キット、アクセサリな

どの幅広い製品は、ISO9001の認証
を得た品質管理システムのもとで、

Agilentの厳しい仕様に適合するよう
設計、製造、テストされています。

Agilentの純正消耗品を使用すること
で、分析結果の信頼性が高まります。
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性能の高い装置を導入しても、そのポ

テンシャルを引き出せなければ最高の

分析結果を得ることは困難です。また、

限られた予算範囲で生産性を向上させ

ることも必要とされています。質の高

いアウトプットと、効率的な分析機器の

維持。この2つの課題に取り組むため、
横河アナリティカルシステムズ（YAN）で
はさまざまなサポートサービスやサポー

ト商品を提供しています。全てのサポ

ートサービスは、AgilentTechnologies/
YAN認定の専門教育を受けたカストマ
エンジニアが行います。

テレフォンコンサルティング

さまざまな疑問や問題点をその場で解

決する。これがカストマサポートの理想

だとYANは考えています。フィールドで
の経験が豊富なシニア・カストマエンジ

ニアが、お客様からの質問を電話（フリ

ーダイヤル）にてお受けします。電話で

の問題解決率は、実に70％。電話で解
決できない場合には、ご要望に応じて

迅速に修理を行います。

カストマトレーニング

優れた機能のAgilent 6890N GCシステ
ムを完璧に使いこなしていただくため、

トレーニングコースを定期的に開催し

ています。システムをご購入いただい

たお客様は下記のコースにご招待させ

ていただきます。

●Agilent 6890 GC/ケミステーション
オペレーション基礎

オペレーショナル・サービス

機器を稼動・維持していくうえで重要な

サポート契約（有償）です。「備えあれば

憂いなし」を実感できるYANのバックア
ップが得られます。ニーズと予算に合わ

せて、契約内容を選択できます。

◎プリペア(定額修理対応)契約
限られた一定予算枠内で、突発的に

発生する不具合の修理をカバーしま

す。日常のメンテナンスはお客様に

行っていただき、突発的な不具合に

はYANが対応するという、価格を抑
えた修理対応契約です。この契約で

はお客様とのパートナーシップがキー

ポイントになります。ご契約いただく

と、専用受付フリーダイアル、優先

的コール対応など、さまざまな特典

を受けられます（契約の詳細は

『Agilent 6890サポートサービス仕様
書』をご覧ください）。

充実したサポート体制
Agilent 6890N GCをよりよくお使いいただくために

●Agilent 6890 GCオペレーション基礎
また、知識をさらに広げたいという方

のために、以下のコースも開講して

います。

●Agilent 6890 GC/ケミステーション
オペレーション応用

●キャピラリーカラム/ガスクロマト
グラフィーの基礎1

●キャピラリーカラム/ガスクロマト
グラフィーの基礎2

◎保守契約

Agilent 6890 GCの感度と定量再現性
を高く維持するには、メンテナンスが

重要です。保守契約は、年１回の定

期点検作業と不具合発生時の緊急保

守作業を組み合わせた契約です。ご

契約いただくと、専用受付フリーダ

イアル、優先的コール対応など、さ

まざまな特典を受けられます（契約の

詳細は『サポートサービス基本仕様

書』をご覧ください）。

ハードウェア・ベリフィケーション

GLP/GMP、ISO9000シリーズ等の法規
制への対応には、多大な労力が要求さ

れます。ハードウェア・バリデーション、

特に機器のベリフィケーション作業には

多くの手間と時間がかかります。その

うえ、校正された計測器等も必要とな

るため、ユーザにとっては負担の大き

い作業です。YANでは、このハードウ
ェア・ベリフィケーション作業を代行す

るサポート（有償）を提供しています。

保守契約と組み合わせると、より安心

かつ確実なトータルサポートが受けられ

ます。
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規格への適合
以下の規格への適合を記述したDeclaration of Conformity
が各GCに添付されます
SAFETY
●Canadian Standards Association(CSA)：C22.2 No. 1010
●CSA/Nationally Recognized Test Laboratory (NRTL)：UL

3101
●International Electrotechnical Commission (IEC)：1010-1
●EuroNorm (EN)：61010-1
Electromagnetic Compatibility (EMC) 
Radio Frequency Interference (RFI)
●CISPR 11/EN 55011：Group 1 Class A
●EN 50082-1

ISO 9001に適合したクオリティーシステムのもとで
デザイン、製造されています。

寸法、重量（概算）
●高さ : 50cm
●幅 : EPC仕様、58cm 

マニュアル仕様、68cm
●奥行 : 54cm
●平均重量 : 49kg 

設置環境
●推奨使用温度 : 20℃～27℃
●推奨使用湿度 : 5～95%
●保管温度限界 :－40℃～65℃
●電源 : 200V(単相), 15A(2,950VA max)

カラムオーブン
●寸法 : 約28×31×16cm
●温度範囲 : 室温 +4℃～450℃
液体窒素冷却付 :－80℃～450℃
液化炭酸ガス冷却付 :－55℃～450℃
●温度設定 : 1℃ステップ
●温度プログラム : 最大120℃/min 

0.01℃/minステップ
●最大分析時間 : 999.99min
●プログラム段数 : 6段まで
●安定性 : 周囲温度1℃変化で0.01℃以内
●カラムベースライン補正 : 2チャンネル

加熱部
●注入口×2, 検出器×2, Aux×2
●Aux最高温度 : 400℃

EPC
●最大13chまで搭載可能
●大気圧補正機能
●コンスタントフローモード（キャピラリカラム）

Agilent 6890シリーズ
ガスクロマトグラフの主な仕様

●圧力プログラム（3段）
●流量プログラム（3段）
（プログラムできる項目は構成により異なります）

注入システム
●最大2つまで搭載可能（PTVは1つ）
●全てEPC仕様。PPとS/Sはマニュアル仕様あり
パージパックド（PP）
●最高温度 : 400℃
●圧力設定範囲 : 0-690kPa(100psi)
●トータルフロー設定範囲：0-100mL/min
スプリット/スプリットレス（S/SL）
●最高温度 : 400℃
●圧力設定範囲 : 0-690kPa(100psi) 
オプションで 0-970kPa(142psi)

●トータルフロー設定範囲 : 0-200mL/min N2,
0-1,000mL/min H2, He
クールオンカラム（COC）
●最高温度 : 450℃
●温度プログラム : 3段,オーブントラックモードあり
●圧力設定範囲 : 0-690kPa(100psi)
●トータルフロー設定範囲 : 0-100mL/min
プログラマブル温度気化(PTV)
●最高温度 : 450℃
●温度プログラム : 3段、0.1-720℃/min
●圧力設定範囲 : 0-690kPa(100psi)
●トータルフロー設定範囲 : 0-200mL/min N2,

0-1,000mL/min H2, He
●冷却(液体窒素仕様) :－160℃まで,

(液化炭酸ガス仕様) :－60℃まで
●セプタムレスヘッド、セプタムヘッドから選択

ボラタイルインレット(VI)
●最高温度 : 400℃
●圧力設定範囲 : 0-690kPa(100psi)
●トータルフロー設定範囲 : 0-100mL/min He,H2

●SilcoSteel コーティング

検出器
●最大2つまで搭載可能（MSDは1つ）
●全てEPC仕様。FID, TCD, NPDにはマニュアル仕様あり

FID : 水素炎イオン化検出器
●キャピラリ専用,パックド兼用から選択
●最高使用温度 : 450℃
●自動点火、消火検出機能
●MDL : <5pg carbon/sec (propane、N2キャリア, 0.29-

mmidジェット使用)

型名：G1530N／G1540N

R



●リニアダイナミックレンジ：<±10%,107 (N2キャリア,
0.29-mmidジェット使用)
●取込速度 : 200Hzまで
TCD：熱伝導度検出器
●最高使用温度：400℃
●MDL：<400pg propane/mL He キャリア (MDLは使用環
境により異なる)
●リニアダイナミックレンジ：105(±5%)
マイクロ-ECD：マイクロ-電子捕獲型検出器
●最高使用温度：350℃
●メークアップガス：アルゴン/5%メタン, N2

●線量：<555MBq 63Ni
●MDL：<0.008pg/sec lindane
●リニアダイナミックレンジ：>5x 104 lindane
●取込速度：50Hzまで
NPD：窒素リン検出器（別名：FTD）
●キャピラリ専用,パックド兼用から選択
●最高使用温度：400℃
●MDL：<0.4pg N/sec,<0.2pg P/sec

azobenzene/malathion

●選択性：25,000gN/gC, 75,000gP/gC,
azobenzene/malathion
●ダイナミックレンジ：>105N, >105P

azobenzene/malathion
●取込速度：200Hzまで
FPD：炎光光度検出器
●最高使用温度：250℃
●自動点火、消火検出機能
●MDL：<20pg S/sec, <0.9pg P/sec

(dodecanethiol/tributyl-phosphate)
●選択性：105gS/gC, 106gP/gC
●ダイナミックレンジ：>103S, 104P

(dodecanethiol/tributyl-phosphate)
MSD：質量検出器
●別途、当該製品のカタログをご覧ください

注意：
●ECD, マイクロECDは放射性同位元素を含んでいます。ご使用にはあらかじめ文部科学省への使用許可あるいは
使用届が必要です。また交換、廃棄は必ず弊社に依頼してください。
●ガスなどのユーティリティについては据付前要領書をご覧ください。
●据付作業の内容については据付仕様書をご覧ください。
●年間保守契約、パフォーマンスベリフィケーションなどのサポート商品の内容については、各サポート仕様書をご

覧ください。
●仕様は使用環境により異なる場合があります。
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